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湯川氏

バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス

ガ
ス
原
料
主
流
に

熱硬化システム

環
境
負
荷
を
大
幅
低
減

ポ
ッ
ト
ラ
イ
フ
も
良
好

共
栄
社
化
学

東大発ベンチャーのＣＯ２資源

化研究所（東京都港区、湯川英明代

表取締役）は、二酸化炭素（ＣＯ２）

由来バイオ化学品の事業化に乗り

出す。ＣＯ２を栄養源として増殖

する「ＵＣＤＩ水素菌」を利用し、

ポリ乳酸（ＰＬＡ）原料の乳酸、ポ

リエチレン（ＰＥ）原料のエタノー

ルの製造特許を相次いで取得。サ

ンプル生産を行うデモプラントを

建設する計画の具体化を急いでい

る。立地は関東圏が有力で、２０２１

年春の完工を予定。量産化にあた

っては既存の石油化学コンビナー

トの活用を視野に入れている。

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
水
素
菌
は
Ｃ

Ｏ
２

を
栄
養
源
に
、
水
素
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て
増
殖

す
る
。
１
�
が
２４
時
間
で
１６

�
（
１
６
０
０
万
倍
）
と
な

り
、
水
素
菌
の
中
で
も
高
速

で
圧
倒
的
な
増
殖
力
を
発
揮

す
る
。
Ｃ
Ｏ
２
資
源
化
研
は

Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
水
素
菌
を
利
用
し

て
、
養
殖
飼
料
の
魚
粉
を
代

替
す
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ズ
、

動
物
性
た
ん
ぱ
く
を
代
替
す

る
プ
ロ
テ
イ
ン
、「
脱
石
油
」

に
貢
献
す
る
化
学
品
、
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
（
イ
ソ
ブ

タ
ノ
ー
ル
）
の
事
業
化
を
目

指
し
て
い
る
。
と
く
に
化
学

品
事
業
は
「
最
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」（
湯

川
代
表
取
締
役
）。

昨
年
、
Ｕ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
水
素
菌

を
用
い
て
乳
酸
、
エ
タ
ノ
ー

ル
製
造
す
る
発
明
で
相
次
ぎ

特
許
を
取
得
し
た
。
化
学
品

製
造
へ
の
応
用
で
は
湯
川
代

表
取
締
役
が
開
発
し
た
増
殖

非
依
存
型
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス

を
活
用
。
菌
の
生
育
を
抑
制

し
な
が
ら
、
そ
の
分
を
目
的

の
化
学
品
製
造
に
振
り
向
け

る
。
ま
た
、
化
学
品
製
造
に

関
す
る
独
自
の
遺
伝
子
組
み

換
え
ツ
ー
ル
を
構
築
し
て
い

る
。現

在
、
東
大
内
の
本
郷
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
設
備
で
菌
体
の
生
産
、

化
学
品
の
サ
ン
プ
ル
生
産
を

行
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
食

品
包
装
向
け
と
し
て
「
１
日

で
も
早
く
供
給
し
て
欲
し
い

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
」
こ
と
も
あ
り
、
早
期
の

工
業
化
を
目
指
す
こ
と
に
し

た
。関

東
圏
を
有
力
候
補
と
し

て
デ
モ
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す

る
計
画
。
乳
酸
、
エ
タ
ノ
ー

ル
、
イ
ソ
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
生

産
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
以
外

の
Ｃ
Ｏ
２

由
来
化
学
品
を
研

究
す
る
拠
点
と
し
た
い
考

え
。
資
金
は
関
心
を
持
っ
て

い
る
企
業
か
ら
出
資
を
募

る
。
量
産
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
既
存
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
を
活
用
し
て
コ
ス
ト
低
減

を
図
り
た
い
意
向
。

湯
川
代
表
取
締
役
は
バ
イ

オ
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
化
学
品

製
造
の
潮
流
に
つ
い
て
、
第

１
世
代
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

第
２
世
代
の
セ
ル
ロ
ー
ス
か

ら
「
Ｃ
Ｏ
２

、
一
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
）、メ
タ
ン
な
ど
の
ガ

ス
を
原
料
と
す
る
第
３
世
代

に
シ
フ
ト
し
た
」
と
指
摘
。

積
水
化
学
工
業
と
提
携
し
て

い
る
米
ラ
ン
ザ
テ
ッ
ク
な

ど
、
世
界
で
３０
以
上
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
巨
額
の
資
金

を
得
て
研
究
開
発
に
乗
り
出

し
て
い
る
。「
当
社
は
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
自
負
し
て
い

る
が
、
激
し
い
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
日
本
で
も

そ
う
い
っ
た
世
界
の
流
れ
を

認
識
す
べ
き
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

（
風
間
彰
太
郎
）

共
栄
社
化
学
は
、
既
存
の

熱
硬
化
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
反

応
原
料
や
反
応
中
に
発
生
す

る
有
害
物
質
を
大
幅
に
低
減

し
た
新
規
の
熱
硬
化
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。
従
来
シ
ス

テ
ム
と
同
等
以
上
の
性
能
と

ポ
ッ
ト
ラ
イ
フ
（
可
使
時
間
）

が
得
ら
れ
る
の
が
特
徴
。
今

後
は
、
架
橋
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
析
お
よ
び
周
辺
技
術
の
開

発
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も

に
、
環
境
面
か
ら
市
場
ニ
ー

ズ
の
高
い
水
系
シ
ス
テ
ム
や

硬
化
の
低
温
化
を
進
め
、
２

０
２
１
年
度
の
市
場
投
入
を

目
指
す
。
同
シ
ス
テ
ム
に
用

い
る
モ
ノ
マ
ー
、
架
橋
剤
お

よ
び
ポ
リ
マ
ー
を
提
供
し
な

が
ら
、
顧
客
の
新
製
品
開
発

に
貢
献
し
て
い
く
。
人
と
環

境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
２４
年
度
に
３０
億
円
の
売

り
上
げ
を
目
指
す
。

新
シ
ス
テ
ム
は
特
殊
な
エ

ス
テ
ル
交
換
反
応
を
利
用
し

て
架
橋
構
造
を
形
成
す
る
。

架
橋
剤
と
し
て
利
用
も
可
能

な
ほ
か
、
モ
ノ
マ
ー
と
し
て

ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
共
重
合
す

る
こ
と
で
、
優
れ
た
熱
硬
化

性
を
付
与
す
る
画
期
的
な
シ

ス
テ
ム
と
い
え
る
。

既
存
の
熱
硬
化
シ
ス
テ
ム

は
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
硬
化
系
、

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
系
、

酸
エ
ポ
キ
シ
硬
化
系
な
ど
が

一
般
的
。
塗
膜
を
熱
で
固
め

る
こ
と
か
ら
焼
き
付
け
塗
料

と
も
い
わ
れ
、
自
動
車
、
工

業
、
製
缶
、
接
着
剤
用
途
な

ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
焼
き
付
け
時

に
発
生
す
る
揮
発
性
有
機
化

合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
の
ほ
か
、
貯
蔵
安

定
性
、
ポ
ッ
ト
ラ
イ
フ
の
短

さ
な
ど
、
い
ず
れ
の
シ
ス
テ

ム
も
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
顧
客
の
要
求
に
十

分
に
応
え
ら
れ
て
は
い
な
い

と
い
う
。

同
社
が
開
発
し
た
新
熱
硬

バイオ化学品に本腰
独自水素菌を活用
バイオ化学品に本腰
独自水素菌を活用

Ｐ
Ｌ
Ａ
な
ど
有
望

ＣＯ２資源化研究所

デ
モ
プ
ラ
ン
ト
建
設

循循循循循循循循循循循循
環環環環環環環環環環環環
社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会
ととととととととととと
化化化化化化化化化化化化
学学学学学学学学学学学学

包
材
の
未
来
�
紙
と
共
存
共
栄


